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錫柑明生 (奈良医大･神内)､田丸 司 (奈良医
大･神内)､伊藤由盈 (藤田保衛大 ･神内)､鈴
木樹理 (京都大･霊長類)
彰状態などの精神陪審､気分の変調などの
発症機序は不明であるが､これらが後遺症を残
さず治りうることを考えると､脳の桟質的な変
化よりも一時的な機能調節陪審と考えられる.
これらの械能調節因子を探索する目的で､アカ
ゲサルにヒトでは彰状態を引き起こすことが知
られているインターフェロンαを投与し､髄液
中のサイトカイン､モノアミンおよびその代謝
産物を検索し､彰状腰の発症械序にアプローチ
した.本年度はアカゲザル4所をもちい､無治
療群､5日30万単位/訳のインターフェロン
αを10日関連注､ついで､週3回のわりで7
週間注射した｡前､1-12週日に血液､髄液
を採取し､血清､髄液中のサイトカイン(礼-1,
2,3,5,6,rNFα,『N)､モノアミンおよびその代
謝産物を測定した｡
血清､髄液中のサイトカインには有意な上昇は
見られなかった｡インターフェロン注射群で1
週日から髄液中のtymSin.byptophar)､MHPGの
有意な低下を認めた｡現在引き続き検討中であ
る｡
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